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支援機器 Neuroprosthesis 

分類(ISO9999) 06：義肢装具 

試験相 第 0 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

neuroprosthesis を使用した着座動作において、健常者と脊髄損傷（Spinal Cord Injury：SCI）患

者とを比較し、着座時の衝撃力、上肢の力、垂直加速度および下肢の運動学的特徴を明らかにす

ること 

研究デザイン 群間比較（同時対象） 

障害・疾患 脊髄損傷 

対象者・数 健常者 5 人 障害者 5 人 

主要アウトカム 着座時の衝撃力 

副次アウトカム 1 上肢の支持力 

副次アウトカム 2 下方の加速度 

副次アウトカム 3 膝屈曲角度 

副次アウトカム 4 試行時間 

副次アウトカム 5 股関節屈曲角度 

統計学的検定 有 

結果の概要 健常人と比較して約 2 倍の衝撃力で体重の 1.4 倍の衝撃力が加わっている 
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